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1 　 頭 頂 部 打 撃 に よ る 外 傷 性 髄 液 鼻 漏 の 1 例

竹 内 浩 明 ・ 小 寺 俊 昭 ・ 廣 瀬 敏 士 *･ ･

久保田紀彦 *

公立小浜病院脳神経外科

福井大学医学部脳脊髄神経外科
*

前頭蓋底骨折は前頭また は側頭部打撃に よる円

蓋部骨折に連続する こ とが多い が , 今回, 我 々 は

頭頂部打撃により前頭蓋底陥没骨折を伴 っ た外傷

性髄液鼻漏 の 1 例を報告する.

症例 は 5 5 歳, 男性. 平成 15 年 7 月 5 日早朝,

他 人 の 家 の 2 階の 窓 枠 よ り転落 ( 高 さ約 3 m

5 0 c m ) .
コ ン ク リ

ー

ト上で 右頭頂部, 鼻腔 , 口腔

より出血 し, 倒れて い ると こ ろを発見され, 当院

救急部搬送 . 搬送時, 意識 レ ベ ル J C S : Ⅰト 3 , 対光

反射両側鈍, 四肢不全麻痔 (両上下肢とも 2/ 5 程

磨) . 頭部ⅩP , C T : 右頭頂骨陥没骨折, 陥没骨折

下 および両側前頭葉内側底部の脳挫傷, く も膜下

出血 . 入院後, 四肢麻痔は改善する も意識障害の

改善なし . 家族 に連絡とれず保存的に治療 . 7 月

18 日座位保持訓練中, 頭部前屈時に左鼻孔より淡

黄色透明髄液の流出を認め た . 外傷性髄液鼻漏の

診 断で 腰椎ス パ イ ナ ル ド レ ナ
-

ジ を施行 し た が ,

抜去後再び髄液流出あり. 8 月 7 日両側前頭 開頭

硬膜 内アプ ロ ー

チ に て前頭蓋底療孔閉鏡術を施行

した. 筋骨洞および蝶形骨洞内に硬膜および脳組

織が 験人 して おり, それ らを切 離する と pl a n u m

s p b e n oid al e の 骨片が 蝶形骨洞内に 散人 して い る

5 3 5

の が確認 され た . 療孔部 は自家筋膜 と 丘b ri n gl u e

にて 閉鏡 した . 術後より髄液鼻漏は消失した .

【考察】本症例 で は 頭部および顔面の 外傷は 右

頭頂部以外には認め られなか っ た た め, 転落によ

る頭頂部の 衝撃に よ っ て , 前頭蓋底部の 骨折, 硬

膜損傷, 脳挫傷および外傷性ク モ膜下出血を引き

起 こ し, 髄液鼻漏が生 じたと考え られた .

2 　 高 気 圧 酸 素 療 法 と 脊 柱 管 拡 大 術 を 併 用 し た 頸

髄損傷の 2 例

佐久間敬宏・久保田鉄也

名古屋徳洲会総合病院脳神経外科

頚椎骨折や脱臼を伴わ か 1 頚髄損傷の 2 症例に

つ い て , ス テ ロ イ ド大量療法と高気圧酸素療法を

行 っ た .
しか しなが ら

, 神経症状の改善が不十分

であ っ た ため , 頚部脊柱管拡大術を行 っ た とこ ろ

症状改善を見た .

〔症例 1〕 5 5 歳男性. 山道を自転車走行中に転倒

転落した . 事故の直後か ら両上肢の 挙上と把握が

不可とな っ た . 入院時よりメ チ ル プ レ ドニ ゾロ ン

大量静注を行 っ た . さらに,
一 人用高気圧酸素治

療装置を用 い て 2 気圧 1 時間の高気圧酸素治療を

7 日間連続で行 っ た . 両上肢とも挙上は可能に な

っ た が, 把握不可能であ っ た . 頚椎 M RI にて脊柱

管狭窄の所見が あり, 受傷 1 0 日後に C 3
-

6 脊柱

管拡大術を行 っ た . 術後より徐々 に握力は改善し,

書字も可能にな っ た .

〔症例 2〕 48 歳男性. 4 年前に頚椎 O P u J に つ い

て他施設 で C 4/ 5 , 5/ 6 前方固定術を受けた既往が

ある . 乗用車後部座席に乗車中, 他車との 衝突事

故に遭い , 直後か ら不全四肢麻痔を認めた . 来院

直後より, メ チ ル プ レ ド ニ ゾロ ン大量静注と高気

圧酸素療法を行っ た . 四肢麻棒は改善せず, 起立

不可能で あ っ た . 頚椎 M RI で は , 前方固定術が行

われ た レ ベ ル に脊柱管狭窄を認 めた . 受傷 1 カ 月

後に C 4
-

6 脊柱管拡大術を行 っ た . 術後, 徐々 に

症状改善し杖歩行可能と な っ た . 脊柱管狭窄に よ

る頚髄損傷で は, ス テ ロ イ ド療法と高気圧酸素療

法に加 えて , 外科的に脊髄を減圧する こ と が有用

である と考 えられ た .


